




キンタイミライ（旧バイバイ タイムカード）
クラウド勤怠管理システム

　お客様1社1社にあわせた、柔軟なカスタマイズが可能です。
　会社ごとに働き方や運用は大きく違い、「雨の日・台風手当」や「リフレッシュ休暇」、「法定
より厳しい時間外時間の管理」など、その会社独自のルールがあることも少なくありません。
キンタイミライは、他のシステムではできないような細かいところまで調整できるシステムで
す。システムと勤怠管理を熟知した専任コンサルタントが、お客様のニーズをヒアリングし、カ
スタマイズすることで、「ニーズにピッタリで最も使いやすいシステム」を実現しています。

　お客様のニーズによっては、現在の仕組みでは、ご要望をそのまま実現できない場合もあ
ります。そのとき、専任コンサルタントが運用とあわせてご提案することで、ご要望を実現する
以外にも、キンタイミライに新機能を開発することで、対応させていただくこともできます。

　これらのキンタイミライの特徴は、設計・デザイン・開発
から提供・サポートまで、こだわりを持って、すべて自社で
行っていることで実現されています。

キンタイミライの実績

キンタイミライの特徴

「圧倒的に柔軟なカスタマイズ対応」

「高い技術力」

「自社企画・自社開発」
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　他にも例えば、動作速度の面では、お客様に快適にシス
テムをご利用いただくため、専用のオンメモリデータベース
を開発しました。その結果、システムの平均応答速度は
0.02秒を実現し、締め作業でアクセスが集中する月末月
初でも、ストレスなくシステムを操作できます。

「こんな実現方法はどうですか？」
という姿勢で、解決方法を一緒に
考えてくれます

無理ですって
絶対におっしゃらない
ですよね(笑)

イケア・ジャ
パン様

一緒になって懸命に、楽しくプロジェクトに

取り組んでくれる 特別な存在です 
キャメル珈琲

様

西武ホールディ
ングス様

ちょっと話題になったことでも、必ず調べたり
考えたりしてくれる。そしていつも　
レスポンスがとても早い

西武グループの勤怠管理を良く理解した上で、

「システム用語｣ではなく｢業務用語｣で話してくれます
西武ホールディ

ングス様

勤怠管理システムとは？

　勤怠管理システムは、働く人の勤務状況を把握し、管理するた
めのシステムです。
　具体的には、勤務開始時刻と終了時刻を記録し、会社のルー
ルに基づいてこれを集計、残業の把握や、給与計算のためのデ
ータ作成などを行います。

　昨今、2019年から始まった働き方関連法の整備により、勤怠
管理システムのニーズはさらに高まってきました。
　例えば残業の上限規制は、単月の集計だけでなく、直近2ヶ月、

3ヶ月、4ヶ月、5ヶ月、6ヶ月のそれぞれの平均値が、いずれも80時
間を超えることがないよう、管理する必要が出てきています。
　また、フレックスタイム制度では、11時間働く日もあれば5時間
だけ働く日もあるという選択肢が生まれました。

　勤怠管理システムは、こういった規制や制度の実現をサポー
トし、働く人の健康を守ると共に、様々な働き方を選択できる社
会の実現に、貢献することができるのです。

総務・
人事部など

現場管理者
など

打刻データキンタイミライ システム構成図

クラウド
サーバー

根尾 励
美

NX00
0034

IN（入）

Pi!

根尾 励
美

NX00
0034

IN（入）

根尾 励
美

NX00
0034

IN（入）

ユーザー規模別クラウド勤怠管理シェア
3,000人以上（2022年度）
(2023年、ミック経済研究所調べ）

23%23%

A社
17%

B社
13%

9年連続︕1位
国内シェア

「ありがとうをいただくビジネス」
　システムを買い取る場合、「これからよろしくね」「期待していますよ」という

将来に向けた期待値で、初めに大きな金額が支払われます。極端な話、その

システムがその後すごく役に立っても、そうでなくても、その金額は変わりま

せん。

　それに対してクラウドサービスは、毎月のご利用分だけ料金をいただきま

す。これは、お客さまから「今月もありがとう」と支払っていただける、サービ

スを利用した結果への対価です。

　この「ありがとう」が収益になる私たちは、「ありがとう」を継続的にいただ

けるよう、つまりずっとお客さまに喜んでいただけるよう、がんばり続けます。

クラウドサービスは、目の前のお客さまに気持ちよく使い続けていただける

と収益が上がる、とても幸せなビジネスモデルだと、私たちは考えています。

大切にしている考え方

「メンバーともお客様とも、ずっとつきあっていける会社」
　ネオレックスはメンバーを家族と考え、新卒から定年まで、生涯つきあっ

ていける会社でありたいと思っています。

　一方、IT業界は人材の流動性が高く、数年ごとに仕事を変える人も少なく

ありません。

　ではユーザーさんから見たとき、数年で転職するつもりの人が開発するシ

ステムと、一生関わるつもりの人が開発するシステム、どちらが安心でしょう

か。おかげさまで2023年現在、キンタイミライは10年以上ご利用いただい

ているお客さまが全ユーザー企業の3割を超えています。

　私たちは、お客さまともメンバーとも、短期視点ではなく、永くよい関係を

継続できる会社でありたいと考えています。

333m
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5,842m

417億円

キンタイミライで集められたデ
ータに基づいて支払われてい
る、1ヶ月あたりの給与総額で
す。正社員・パートなどの従業
員種別ごとの平均給与をもと
に算出しました。

月間給与

33万人
ユーザー利用人数

556年

キンタイミライ導入による自動化
・ 効率化で、20年間に生み出さ
れたユーザーの皆さんの時間で
す。従業員1人あたりの短縮時
間を月に15分と想定し算出しま
した。

生み出された時間

120社
利用社数

2,750人
1社あたりの利用人数

20年間で節約された紙のタイム
カード1,947万枚を積み上げると
、1枚あたり 0.3mmとして5,842
メートル。東京タワーの17.5倍、
富士山の1.55倍になります。

バイバイした
タイムカードの量は・・・

富士山

1.55倍!










